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沿革・概要 
 

 昭和11年５月に四日市初の公的病院として、四日市市民病院は市内千歳町において内科、外科の２

診療科、14病床にて診療を開始した。また、昭和14年10月には現在の諏訪公園西において、市内の開

業医から病院施設などの寄贈を受けて、市立四日市病院が内科、外科、皮膚科の３診療科、63病床に

て創立された。以後昭和17年10月に四日市市民病院が閉鎖されるまで２院による診療が続けられた。 

 市立四日市病院も東南海地震や戦災により建物が損壊・焼失する被害を受けたが、焼け残った市内

の建物を利用して診療を継続し、戦後は直ちに焼失した病院の再建に取り組み、昭和21年には病棟の、

昭和24年には本館の一応の再建が図られた。 

 昭和36年には、戦後の応急建築による施設が老朽化してきたため、堀木一丁目に移転し、10診療科、

258床を擁する近代的な総合病院に生まれ変わった。その後も病院の拡充を行ったが、著しい医学の進

歩と医療需要の多様化によりこの病院施設も手狭になったことから、再度、現在の芝田二丁目に移転

することとなった。 

 昭和53年に鉄筋コンクリート造り８階建、病床数557床の新病院が完成し、その後も施設の拡充を進

めるとともに診療科の拡充（平成26年8月で28診療科、568床）を図り、平成15年には救急棟を新築す

るなど、高度な医療を提供する北勢地域の中核病院としての役割を担ってきた。 

 近年では、災害拠点病院（平成18年10月）、救命救急センター（三次救命救急施設）（平成21年2

月）、地域医療支援病院（平成24年6月）、総合周産期母子医療センター（平成25年10月）、地域がん

診療連携拠点病院（平成31年4月）の指定などに代表されるように当院に求められる医療機能は高度化

かつ多様化しており、これに応えるべく救命救急センターの増築、新鋭医療機器の導入、既設病棟改

修・病棟増築、高精度放射線治療棟の増築、透析室・Ｘ線テレビ室・化学療法室の改修、さらにはICU･

HCU機能強化改修といった診療・療養環境の拡充を図ってきた。また、公益財団法人日本医療機能評価

機構による病院機能評価の取得継続や総合医療情報システム（電子カルテ）の運用といった医療提供

体制、第四次市立四日市病院中期経営計画（令和5年10月見直し）の推進といった経営管理面からの取

り組みも続けている。 

 

● 役割・課題 

 当院は、病院施設や医療機器といった診療・療養環境の整備と併せ、医師・看護師・薬剤師・各職

種の医療技術員などスタッフの確保と技術の研鑽に努めて、地域住民が必要とする多種多様で高度な

医療の提供に努めている。 

 今後も、急性期医療をはじめ地域医療を担う公的病院として診療内容の充実に努めるとともに、地

域の医療機関との役割分担をさらに進め、地域住民の期待と信頼に応えるべく努力していく。 

 

● 施設の概要 

 ・所 在 地  三重県四日市市芝田二丁目２番37号 

 ・竣 工  昭和53年10月20日 

 ・敷地面積  24,942㎡ 

 ・建物概要  病棟：地上８階 

        診療棟：地上４階 

救急棟（ER-YOKKAICHI）：地上３階 

高精度放射線治療棟：地上２階 

研修センター棟：地上４階 

託児所：平屋建 

 ・病 床 数  537床（一般病床：535床、感染症病床：２床） 

 



 

 

● 組織・職員数 

 

院長（管理者）
(令和５年４月１日現在）

副院長（副管理者） 副院長 事務長（副管理者）
（看護部 （運営事務
・看護体制担当） ・経営改革担当）
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                     （令和 5 年 4 月 1 日現在） 

職 種 人 員 職 種 人 員 職 種 人 員 

医 師 

助 産 師 

看 護 師 

薬 剤 師 

臨 床 工 学 技 士 

臨 床 検 査 技 師 

診 療 放 射 線 技 師 

 

177 人 

51 人 

563 人 

31 人 

14 人 

35 人 

34 人 

 

理 学 療 法 士 

作 業 療 法 士 

視 能 訓 練 士 

言 語 聴 覚 士 

診 療 情 報 管 理 士 

社 会 福 祉 士 

 

13 人 

6 人 

5 人 

4 人 

8 人 

8 人 

臨 床 心 理 士 

手 話 通 訳 士 

管 理 栄 養 士 

事 務 員 

 

 

 

合  計 

1 人 

1 人 

4 人 

35 人 

 

 

 

990 人 

 

 

財 政 状 況 
                                                  （単位：千円） 

区  分 H30 R1 R2 R3 R4 

収益的収入 21,511,921 21,566,121 21,836,611 22,848,247 23,777,592 

収益的支出 21,146,191 21,802,614 22,171,099 23,304,487 24,660,020 

資本的収入 1,142,104 1,317,316 1,508,395 2,807,202 930,024 

資本的支出 2,521,530 2,134,468 2,596,369 3,657,128 1,512,532 

 

※各年度とも決算額、税込 

 

 

 

 

 

 



 

診療状況 

 年度 
入    院 外     来 

患者数（人） 構成比（％） 1 日平均(人) 患者数（人） 構成比（％） 1 日平均(人) 

内科 
2 7,543 5.3 21 8,393 2.3 35 

3 6,192 4.4 17 10,499 2.7 43 

4
 

7,324 5.2 20 12,379 3.1 51 

腎臓内科 
2 4,240 3.0 11 16,791 4.5 69 

3 3,603 2.6 10 14,594 3.7 60 

4
 

4,294 3.0 12 14,519 3.7 60 

血液内科 
2 12,158 8.5 33 9,211 2.5 38 

3 12,529 8.9 34 10,676 2.7 44 

4
 

11,267 8.0 31 11,443 2.9 47 

糖尿病・内分泌

内科 

2 716 0.5 2 16,831 4.5 69 

3 1,034 0.7 3 16,625 4.2 69 

4
 

1,007 0.7 3 16,220 4.1 67 

精神科 
2 ― ― ― 105 0.0 1 

3 ― ― ― 112 0.0 1 

4
 ― ― ― 154 0.0 1 

脳神経内科 
2 11,196 7.9 31 14,727 4.0 61 

3 11,580 8.2 32 15,431 3.9 64 

4
 

11,629 8.3 32 14,489 3.6 60 

呼吸器内科 
2 9,662 6.8 26 17,139 4.6 71 

3 

 

9,521 6.8 26 16,942 4.3 70 

4
 

9,969 7.1 27 16,204 4.1 67 

循環器内科 
2 10,256 7.2 28 26,487 7.1 109 

3 11,763 8.4 32 27,669 7.1 114 

4
 

10,673 7.6 29 29,611 7.5 122 

消化器内科 
2 9,728 6.8 27 26,187 7.1 108 

3 8,391 6.0 23 26,656 6.8 110 

4
 

8,627 6.2 24 26,626 6.7 110 

小児科 

(未熟児含む)  

2 7,996 5.6 22 10,764 2.9 44 

3 7,945 5.7 22 11,484 2.9 48 

4
 

8,272 5.9 23 11,923 3.0 49 

外科 
2 11,528 8.1 31 19,498 5.3 80 

3 11,400 8.1 31 19,575 5.0 81 

4
 

11,573 8.3 32 19,414 4.9 80 

消化器外科 
2 0 0.0 0 1 0.0 0 

3 0 0.0 0 1 0.0 0 

4
 

0 0.0 0 0 0.0 0 

乳腺外科 
2 1,358 1.0 4 8,409 2.3 35 

3 1,164 1.0 3 9,353 

 

2.4 39 

4
 

1,726 1.2 5 10,213 2.6 42 

形成外科 
2 828 0.6 2 2,873 0.8 12 

3 1,071 0.8 3 3,648 0.9 15 

4
 

695 0.5 2 3,337 0.8 14 

呼吸器外科 
2 1,063 0.7 3 1,264 0.3 5 

3 1,062 0.8 3 1,605 0.4 7 

4
 

1,041 0.7 3 1,680 0.4 7 

心臓血管 

外科  

2 6,454 4.5 18 3,478 0.9 14 

3 6,444 4.6 18 3,794 1.0 16 

4
 

6,178 4.4 17 4,170 1.0 17 

整形外科 
2 15,084 10.6 41 31,375 8.5 129 

3 14,265 10.1 39 33,282 8.5 138 

4
 

13,554 9.7 37 34,605 8.7 142 

脳神経外科 
2 12,687 8.9 35 17,406 4.7 72 

3 13,700 9.7 38 18,100 4.6 75 

4
 

13,929 9.9 38 18,587 4.7 76 

耳鼻咽喉科 
2 2,781 2.0 8 16,126 4.4 66 

3 2,489 1.8 7 16,741 4.3 69 

4
 

1,522 1.1 4 15,838 4.0 65 

皮膚科 
2 1,698 1.2 5 15,662 4.2 64 

3 2,028 1.4 6 17,132 4.4 71 

4
 

2,251 1.6 6 17,867 4.5 74 



 

 

 年度 
入    院 外    来 

患者数（人） 構成比（％） 1 日平均(人) 患者数（人） 構成比（％） 1 日平均(人) 

沁尿器科 
2 4,840 3.4 13 14,312 3.9 59 

3 4,487 3.2 12 14,737 3.8 61 

4
 

4,743 3.4 13 14,879 3.7 61 

眼科 
2 307 0.2 1 12,567 3.4 52 

3 269 0.2 1 12,222 3.1 51 

4
 

284 0.2 1 10,664 2.7 44 

産婦人科 
2 8,421 5.9 23 16,273 4.4 67 

3 8,331 5.9 23 17,428 4.5 72 

4
 

8,217 5.9 23 16,947 4.3 70 

放射線科 
2 ― ― ― 2,524 0.7 10 

3 ― ― ― 3,678 0.9 15 

4
 ― ― ― 5,159 1.3 21 

リハビリテー
ション科 

2 ― ― ― 46,265 12.5 190 

3 ― ― ― 51,786 13.2 214 

4
 ― ― ― 53,444 13.5 220 

歯科口腔 
外科 

2 1,903 1.3 5 15,631 4.2 64 

3 1,314 0.9 4 17,826 4.6 74 

4
 

1,295 0.9 4 16,855 4.2 69 

合計 
2 142,447 100 390 370,299 100 1,524 

3 140,582 100 385 391,596 100 1,618 

4
 

140,070 100 384 397,227 100 1,635 

※外来診療日数 令和 2 年度・令和 4 年度 243 日 令和 3 年度 242 日 

※入院診療日数 令和 2 年度・令和 3 年度・令和 4 年度 365 日 

 


